近世仏教文化文献の基礎的研究 : 大谷大学図書館蔵『伊勢物語勧請』について - 付翻刻 - by 義田 孝裕
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
伊
勢
物
語
勧
請
』
に
つ
い
て
?
付
翻
刻
?
義
田
孝
裕
解
題
林
山
氏
み
ず
か
ら
が
昭
和
十
年
に
「
中
之
島
字
向
田
長
順
寺
出
演
の
際
、
鈴
木
操
君
に
依
頼
し
て
転
写
」
し
た
本
書
は
、
そ
の
時
期
こ
そ
昭
和
で
あ
る
が
、
も
と
と
な
っ
た
「
西
善
寺
前
住
大
池
原
龍
玄
老
僧
の
所
蔵
」
本
は
、
十
四
丁
裏
に
み
え
る
よ
う
に
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
刊
記
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
れ
ば
、
近
世
初
頭
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
て
い
ま
に
残
さ
れ
る
『
伊
勢
物
語
勧
請
』
に
つ
い
て
、
ま
ず
書
名
に
「
伊
勢
物
語
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
注
釈
書
の
類
で
あ
る
と
予
測
で
き
る
が
、
本
書
名
は
他
に
例
を
見
な
い
。
で
は
、
本
文
は
ど
う
か
。
す
る
と
、
冒
頭
か
ら
「
伊
勢
と
は
男
女
の
二
法
な
り
」
と
あ
り
、
つ
づ
け
て
「
赤
白
二
諦
」
や
「
和
合
」
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
読
み
す
す
め
て
み
る
と
、「
い
せ
物
が
た
り
灌
頂
」
と
の
尾
題
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
に
は
、
男
女
の
性
愛
を
重
要
視
し
発
展
し
た
真
言
密
教
の
一
派
で
あ
る
立
川
流
の
思
想
が
影
響
し
、
そ
の
成
立
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
は
『
伊
勢
物
語
髄
脳
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
世
期
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
と
い
う
近
世
初
頭
に
は
成
立
し
て
い
た
と
?
え
ら
れ
る
本
書
の
原
本
と
も
い
う
べ
き
「
西
善
寺
前
住
大
池
原
龍
玄
老
僧
の
所
蔵
」
本
も
、
そ
う
し
た
中
世
期
の
流
れ
を
受
け
て
編
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
、
と
り
わ
け
目
を
ひ
く
の
は
、
十
四
丁
表
に
記
さ
れ
る
本
書
の
由
来
と
も
い
う
べ
き
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
親
鸞
聖
人
、
天
台
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山
を
開
き
、
仏
法
修
行
の
為
に
、
関
東
ひ
た
ち
の
か
さ
ま
の
在
所
に
逗
留
あ
り
し
と
き
、
道
順
禅
定
門
所
望
に
よ
り
、
こ
れ
を
書
き
伝
へ
た
ま
ふ
。
御
書
物
、
其
后
、
し
ば
ら
く
た
い
て
ん
あ
り
し
を
、
不
思
議
の
縁
に
よ
り
、
蓮
如
聖
人
是
を
書
留
畢
ぬ
。」と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
の
内
容
は
、
親
鸞
聖
人
が
常
陸
国
笠
間
に
逗
留
し
て
い
た
時
に
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
蓮
如
聖
人
が
書
写
し
た
と
い
う
。
両
聖
人
の
名
を
記
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
本
書
が
由
緒
正
し
い
書
で
あ
る
と
の
権
威
付
け
の
た
め
で
あ
っ
た
と
?
え
ら
れ
る
。
両
聖
人
が
関
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
書
が
真
宗
の
な
か
に
入
り
込
ん
で
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
真
言
密
教
の
教
義
が
、
真
宗
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
興
味
は
尽
き
な
い
。
最
後
に
、
書
名
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
書
は
外
題
・
内
題
と
も
に
『
伊
勢
物
語
勧
請
』
と
あ
る
。
だ
が
、
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
明
ら
か
に
尾
題
に
あ
る
『
伊
勢
物
語
灌
頂
』
が
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
れ
は
、
本
書
の
説
く
と
こ
ろ
が
秘
事
口
伝
で
あ
る
た
め
「
灌
頂
」
と
明
記
す
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
、
そ
こ
で
意
図
的
に
『
伊
勢
物
語
勧
請
』
と
表
題
に
記
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
注
記
片
桐
洋
一
氏
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
研
究
篇
〕』（
昭
和
四
十
三
年
二
月
、
明
治
書
院
）
に
は
鎌
倉
期
の
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
の
あ
り
方
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。書
誌
写
本
一
冊
、
十
六
丁
（
本
文
四
丁
オ
〜
十
五
丁
オ
）。
袋
綴
装
。
〔
法
量
〕
縦
二
十
四
・
〇
糎
、
横
十
七
・
六
糎
〔
匡
郭
〕
な
し
。
〔
版
心
〕
な
し
。
〔
刊
記
〕「
右
原
本
は
鹿
島
郡
豊
田
村
西
善
寺
前
住
大
池
原
龍
玄
老
僧
の
所
蔵
。／
昭
和
十
年
七
月
十
六
日
よ
り
、
中
之
島
字
向
田
長
順
寺
出
演
の
際
、
鈴
木
操
君
に
依
頼
し
て
転
写
す
。／
昭
和
十
年
七
月
二
十
三
日
／
於
長
順
寺
／
林
山
誌
」。
な
お
、
十
四
丁
裏
に
は
「
寛
永
八
稔
大谷大学図書館蔵『伊勢物語勧請』について
二
月
中
旬
書
之
／
紙
数
弐
拾
九
枚
上
紙
共
に
」
と
あ
る
。「
西
善
寺
前
住
大
池
原
龍
玄
老
僧
の
所
蔵
」
本
は
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
二
月
に
写
さ
れ
た
も
の
か
。
〔
表
紙
〕
右
上
部
に
「
宗
大
１
０
６
４
７
１
」。
左
部
の
子
持
題
内
に
墨
書
で
「
伊
勢
物
語
勧
請
」。
〔
中
表
紙
〕
右
上
部
に
朱
筆
で
「
秘
事
法
門
資
料
」、
右
下
部
に
「
林
山
文
庫
蔵
」、
左
上
部
に
「
伊
勢
物
語
勧
請
」。
〔
備
?
〕
本
書
名
で
も
あ
る
「
伊
勢
物
語
勧
請
」
は
十
丁
裏
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
「
根
本
観
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
根
本
観
」
本
文
中
の
ル
ビ
は
朱
筆
。
ま
た
、
図
の
部
分
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
資
料
紹
介
?
凡
例
?
１
?
原
本
は
漢
字
と
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
紹
介
で
は
片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
２
?
旧
漢
字
等
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。
３
?
句
読
点
、
濁
音
符
に
つ
い
て
は
、
私
に
補
っ
た
。
４
?
丁
移
り
に
は
【
】
を
用
い
て
丁
数
を
表
記
（
例
【
四
オ
】）
し
た
。
５
?
見
せ
消
ち
の
箇
所
に
は
、
訂
正
後
の
文
字
を
先
に
記
し
、
訂
正
前
の
文
字
を
（
）
内
に
示
し
た
。
伊
勢
物
語
勧
請
の
巻
惟
れ
は
、
伊
勢
と
は
男
女
の
二
法
な
り
。
伊
は
女
な
り
。
勢
は
男
な
り
。
故
に
、
人
、
平
か
に
し
て
生
ず
る
事
は
ま
ろ
か
地
か
ら
本
来
不
変
の
大
日
な
り
。
天
は
大
日
金
剛
界
、
地
は
大
日
胎
蔵
界
、
陰
陽
の
二
つ
な
り
。
故
に
、
女
を
ば
三
世
の
諸
仏
出
世
の
道
場
、
諸
法
胎
蔵
界
涅
槃
の
妙
真
の
本
意
な
り
。
故
に
提
婆
品
に
云
く
、
龍
女
が
無
碍
宝
珠
を
世
尊
に
に
う
し
奉
る
。
世
尊
の
玉
は
く
、
龍
女
が
転
ず
る
に
非
ず
。
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不
二
な
る
理
を
悟
り
、
故
に
、
変
成
男
子
と
は
い
へ
り
。
其
の
時
、
宝
珠
と
は
環
き
を
云
ふ
。
故
に
、
本
朝
は
大
日
本
国
と
云
ふ
。
こ
れ
は
神
世
の
儀
な
り
。
高
天
ヶ
原
と
は
、
女
人
の
腹
を
ば
世
界【
四
オ
】泥
の
海
、
又
、
女
人
の
腹
に
子
の
未
だ
や
ど
ら
ざ
る
を
云
ふ
。
天??
の
さ
か
矛
を
以
て
須
弥
を
つ
き
く
づ
し
世
界
と
な
す
を
、
淡
路
島
と
云
ふ
。
神
秘
に
云
く
海
原
や
天
の
み
矛
の
露
も
う
し
国
と
な
ら
ず
ば
恋
は
あ
ら
じ
を
此
の
歌
の
意???
を
最
初
と
な
し
て
、
互
に
和
合
の
振
舞
を
な
す
。
此
を
三
十
二
相
と
云
ふ
。
天
よ
り
天??
下??
り
て
、
地
に
草
木
を
生
ず
。
皆
是
、
天
の
儀
な
り
。
須
弥
を
つ
き
く
づ
し
て
島
と
な
り
、
天
の
儀
を
下??
す
を
云
ふ
。
七
体
と
は
雲
の
内
に
あ
り
て
未
だ
形
も
な
く
、
是
は
胎
内
に
い
る
な
り
。
時
を
云
ふ
。
地
神
五
代
と
は
、
母
の
胎
内
に
い
る
を
云
ふ
。
父
の
陰
は
骨
と
な
り
、
白
し
。
母
の
陰
は
皮
肉
と
な
り
、
赤
白
二
諦
和
合
し
て
人
と
な
り
、
母
の
胸
の
間
に
露
の
落
葉
宿
す
る
が
如
し
。
此
の
時
、
遂
に
心
な
し
。
是
を
え
ん
【
四
ウ
】
さ
う
と
云
ふ
。
其
の
後
、
五
つ
の
形
、
出
来
し
て
、
五
こ
の
ふ
た
、
月
の
如
し
。
再
び
顕
れ
て
六
根
生
じ
て
あ
ぢ
を
し
る
。
是
を
無
生
と
云
ふ
。
生
ず
る
時
は
数
多
の
品
あ
り
。
人
の
木
に
昇
り
て
口
に
枝
を
含
む
と
は
、
母
の
血
を
ふ
く
む
を
云
ふ
。
木
の
下
と
は
、
母
の
胎
内
を
出??
た
る
を
云
ふ
。
樹
に
の
ぼ
り
、
の
み
や
す
し
と
は
い
へ
り
。
胎
内
を
出
で
寒
蟄
を
受
け
、
万
づ
こ
た
へ
や
す
し
。
苦
を
う
け
る
を
、
し
ゆ
け
こ
た
へ
が
た
し
と
云
ふ
。
露
の
柱
と
は
、
胎
内
に
て
赤
白
和
合
の
端
的
を
云
ふ
。
是
も
無
心
に
し
て
、
一
物
を
作
る
が
故
に
、
あ
か
き
ふ
す
ま
か
ぶ
り
と
云
ふ
。
胎
内
に
て
胞?
衣?
を
云
ふ
。
故
に
、
生
る
ゝ
を
さ
し
て
死
と
云
ふ
な
り
。
血
の
相
な
り
。
生
ず
る
時
、
三
途
の
川
を
出
で
た
り
。
母
の
胸
の
内
に
三
途
の
川
あ
り
。
左
の
脇
よ
り
血
の
川
出
づ
る
。
右
の
脇
よ
り
血
の
川
出
づ
る
。
右
の
脇
よ
り
濁
水
出
で
、
中
間??
よ
り
清
水
出
で
た
り
。
是
を
三
途
と
云
ふ
。
三
世
の
諸
仏
も
一
度
び
目
前
に
請
じ
て【
五
オ
】本
来
不
二
の
理
を
知
る
が
故
に
、
悟
れ
ば
十
方
仏
土
中
、
迷
え
ば
十
方
地
獄
な
り
。
女
の
月
水
と
は
、
胸
の
内
に
黒
蛇
あ
り
。
五
衰
三
熱
の
苦
み
を
受
け
、
其
の
中
よ
り
流
す
涙
を
月
の
り
と
云
ふ
。
是
れ
皆
、
邪
念
の
理
り
を
知
ら
ず
。
其
れ
を
蛇??
と
云
ふ
。
故
に
、
女
人
不
成
仏
と
も
説
れ
た
り
。
或
時
は
説
法
道
場
、
或
る
時
は
女
人
の
為
な
り
。
此
は
伊
勢
物
語
の
極
理
な
り
。
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??
男
な
り
金
剛
界
の
両
部
の
曼
陀
羅
の
悉
地
な
り
。
海
原
や
天??
の
み
矛
の
露
も
う
し
国
と
な
ら
ず
ば
恋
は
あ
ら
ま
じ
も
の
を
右
、
玉
矛
の
御
形
へ
い
た
い
な
り
。
女
な
り
。
真
言
の
さ
ん
い
な
り
。
胎
蔵
界
也
極
理
本
不
生
の
妙
諦
な
り
。
ほ
ら
ぬ
井
に
た
ま
ら
ぬ
水
に
な
み
た
ち
て
か
げ
も
か
た
ち
も
な
き
人
ぞ
く
む
玉
門
の
か
た
ち
か
い
な
り
。【
五
ウ
】
わ
が
ゆ?
へ?
に
露
ぞ
置
く
な
る
天
の
川
と
わ
た
る
舟
の
か
い
の
雫
く
か
惟
れ
ば
、
伊
勢
と
は
男
女
の
二
法
な
り
。
其
故
は
、
言???
は
五
韻
に
通
ず
る
な
り
。
あ
び
ら
う
ん
け
ん
の
五
音
な
り
。
い
は
阿
な
り
。
せ
は
四
種
仏
土
の
五
音
な
り
。
こ
そ
な
り
し
や
う
な
り
。
此
の
五
音
の
如
く
通
ず
る
を
以
て
、
い
せ
と
は
作
れ
り
。
伊
勢
物
語
は
此
の
心
を
よ
く
?
?
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見
分
け
て
、
分
別
し
て
作
れ
り
。
伊
勢
物
語
は
阿
字
物
語
な
り
。
は
即
ち
法
界
正
念
の
心???
な
り
。
一
切
の
万
法
、
阿
字?
の
大
日
よ
り
出
生
す
。
字
は
是
れ
女
な
り
。
真
言
の
さ
ん
い
な
り
。
は
是
れ
胎
蔵
界
の
極
理
、
本??
不
生
の
妙
諦
な
り
。
の
字
は
男
な
り
。
金
剛
界
な
り
。
両
部
曼
陀
羅
の
悉??
地
な
り
。
唐
土
、
天
竺
の
経
教
を
顕
は
し
、
我
が
朝
、
固
よ
り
和
国
な
れ
ば
、
大
和
言
葉
に
よ
せ
て
、
真
言
の
教
へ
を
な
す
。
男
女
の
儀
な
り
。
去
れ
ば
我【
六
オ
】が
朝
に
い
せ
と
云
ふ
儀
を
立
て
、
我
が
朝
の
真
言
の
金
剛
と
一
如
な
り
。
此
の
如
く
の
儀
に
依
り
て
、
い
と
は
な
り
。
胎
蔵
界
の
大
日
な
り
。
故
に
、
我
等
が
母
は
い
な
り
。
れ
ば
、
我
等
、
彼
の
一
字
よ
り
生
ず
る
な
り
。
又
、
せ
と
は
是
れ
男
な
り
。
金
剛
界
の
儀
な
り
。
我
等
が
又
、
こ
れ
せ
な
り
。
る
に
、
我
等
、
せ
の
一
門
を
因??
と
し
て
生
ず
る
な
り
。
い
せ
は
是
れ
、
い
ざ
な
ぎ
、
い
ざ
な
み
、
か
い
へ
い
の
二
神
な
り
。
い
ざ
な
ぎ
は
男
な
り
。
い
ざ
な
み
は
女
な
り
。
此
の
二
神
、
則
て
陰
陽
の
二
法
な
り
。
天
地
と
も
云
ふ
。
日
月
と
も
云
ふ
。
又
は
、
夜
る
昼
る
と
も
云
ふ
な
り
。
男
の
も
の
は
顕
れ
て
陽
な
り
。
女
の
も
の
は
か
く
し
て
陰
な
り
。
故
に
月
は
男
、
日
は
女
な
り
。
さ
る
あ
ひ
だ
、
女
を
昼
と
か
た
ど
り
、
男
を
夜
と
か
た
ど
る
な
り
。
天
地
の
二
つ
は
男
女
な
り
。
天
な
く
し
て
地
あ
る
べ
か
ら
ず
。
男
な
く
し
て
女
あ
る
べ
か
ら
ず
。
女
な
く
し
て
男
あ
る
べ
か
ら
ず
。
男
女
和
合
し
て
万
法
を
成
就
す
。
男
女
の
二
字
【
六
ウ
】
は
開
閉
の
二
法
な
り
。
虚
空
界
な
り
。
天
地
は
開
閉
の
二
法
和
合
し
て
、
一
切
の
森
羅
万
象
、
其
体
を
生
ず
る
な
り
。
い
せ
、
和
合
し
て
一
切
の
万
法
を
な
す
な
り
。
草
木
は
雨
露
を
父
と
し
て
、
大
地
を
母
と
す
。
此
の
心
を
以
て
諸
法
成
就
す
と
見
へ
た
り
。
大
地
の
母
、
い
、
な
く
ん
ば
、
雨
露
の
父
、
せ
、
あ
り
と
も
、
草
木
生
じ
が
た
し
。
雨
露
の
父
、
せ
、
な
く
ん
ば
、
大
地
の
い
、
あ
り
と
も
争
で
か
生
ず
べ
き
や
。
能
々
此
の
心
を
悟
り
み
れ
ば
、
一
切
の
諸
法
は
、
皆
、
開
閉
の
二
法
和
合
の
其
の
体
を
生
ず
。
静
か
に
心
を
留
め
て
思
へ
ば
、
周
辺
法
界
性
相
常
然
の
心
な
り
。
い
わ
う
れ
ひ
た
ひ
生
じ
て
来
た
る
事
も
な
く
、
去
る
事
も
な
し
。
只
、
虚
空
本
不
生
な
り
。
い
せ
は
生
も
な
く
死
も
な
し
。
こ
う
さ
う
、
只
、
周
辺
の
一
体
い
せ
な
り
。
彼
の
い
せ
の
心
を
能
々
思
へ
ば
、
木
火
土
金
水
の
五
行
な
り
。
天
地
の
間
に
生
ず
る
、
魚
鳥
虫???
獣???
に
至
る
迄
、
各
別
な
し
。
只
、
い
せ
の
二
法
よ
り
生
ず
る
な
り
。
彼
の【
七
オ
】二
法
の
父??
母??
和
合
し
て
、
赤???
白???
二
諦
け
ん
か
う
し
て
我
れ
等
と
な
り
、
此
れ
よ
り
は
し
天
神
七
代
、
国
常
立
の
尊
よ
り
、
地
神??
五
代
、
人
王
人
民
に
至
る
迄
、
皆
、
い
せ
の
二
法
よ
り
生
ず
る
な
り
。
天
神
七
代
は
天
に
生
じ
玉
ふ
。
地
神
五
代
の
初
め
は
い
ざ
な
ぎ
、
い
ざ
な
み
、
初
め
と
、
か
の
二
神
、
天??
の
浮
大谷大学図書館蔵『伊勢物語勧請』について
橋
の
上
に
相
語
ら
ひ
て
、
あ
に
此
の
下
に
国
な
か
ら
ん
や
。
天??
の
玉
矛
を
さ
し
下??
し
て
。
青
海
原
を
か
き
捜
り
玉
ふ
に
、
其
の
玉
矛
の
滴
り
固
ま
り
て
一
つ
の
島
と
な
し
、
形
、
葦??
の
芽??
の
如
く
。
二
神
、
其
の
島
に
下??
り
居
玉
ひ
て
、
次
に
八
十
島??
を
作
り
、
次
に
草
木
万
物??
を
作
り
始
し
な
り
。
此
の
い
せ
の
二
字
、
灌
頂
信
仰
の
極
理
な
り
。
た
や
す
く
心
得
べ
き
に
非
ず
。
此
の
如
く
の
儀
、
代?
百
代
記
の
初
に
記??
せ
り
。
天
神
七
代
と
申
し
奉
る
は
、
空
中
に
住
し
給
ふ
。
地
神
五
代
は
、
い
ざ
な
ぎ
、
い
ざ
な
み
の
二
神
よ
り
初
ま
り
て
、
人
の
種??
を
作
り
【
七
ウ
】
出
し
玉
ふ
。
青??
海??
よ
り
生
ず
る
故
に
、
八
か
い
の
苦
み
の
海
、
此
れ
を
以
て
八
苦
の
海
と
云
ふ
。
此
く
の
如
く
の
だ
い
し
え
ぢ
う
に
し
て
、
あ
に
は
か
り
が
た
し
。
人
は
只
、
妄
念
、
妄
執
、
深
き
に
よ
り
て
、
い
せ
の
二
字
、
の
不
生
の
妙
理
を
し
ら
ず
し
て
、
虚
妄
の
生
死（
娑
婆
）に
輪
回
す
る
悲
し
き
心
か
な
。
能
々
い
せ
の
二
儀
を
知
り
て
、
本
不
生
不
滅
の
妙
理
を
得
て
、
本
覚
の
無
想
無
念
の
い
せ
の
本
意
に
證
す
べ
き
も
の
を
や
。
父??
母??
和
合
し
て
よ
し
と
思
へ
ば
、
最
初
の
一
念
と
も
、
む
ろ
ふ
と
も
云
ふ
な
り
。
父?
母?
、
愛
念
和
合
し
て
、
周
辺
法
界
虚
空
当
相
の
妙
諦
、
愛
念
の
因??
、
父
の
胸
よ
り
下??
り
、
母
の
頂
き
よ
り
下??
り
合
ふ
て
、
七
々
日
、
五
智
円
満
し
て
、
六
た
い
ほ
う
せ
ん
を
具
足
し
て
、
次
に
至
り
て
胎
内
を
出
づ
。
ま
つ
ほ
く
と
七
性???
を
具
足
す
。
七
性???
と
は
七
体
、
無
眼
耳
鼻
舌
身
香
触
????
受??
、
是
れ
な
り
。
天
神
と
は
我
等
が
魂
ひ
な
り
。
魂
ひ
と
も【
八
オ
】神
と
も
よ
む
な
り
。
七
体
は
、
只
、
魂
ひ
斗
り
空
中
に
住
み
玉
ふ
。
い
せ
の
二
つ
の
陰
精
こ
り
固
ま
り
て
、
人
の
体
と
な
れ
る
。
さ
れ
ば
、
座
禅
に
も
空
の
意???
を
こ
れ
よ
り
見
い
だ
し
、
い
ざ
な
ぎ
は
種??
を
蒔
き
、
い
ざ
な
み
は
種??
を
収
む
る
。
春
は
い
ざ
な
ぎ
、
秋
は
い
ざ
な
み
な
り
。
故
に
、
三
界
唯
一
心
、
心
外?
無
別
法
な
り
。
天??
の
浮
橋
と
は
二
神
の
陰
を
渡
す
を
云
ふ
な
り
。
二
神
、
逢
は
ざ
る
と
き
は
、
各
別
し
て
空
な
り
。
此
の
故
に
体
な
し
。
和
合
し
て
体
と
な
れ
ば
、
浮
橋
と
は
、
陰
を
渡
す
和
合
の
初
め
を
云
ふ
。
あ
に
此
の
下??
に
国
か
ら
ん
や
と
は
、
国
を
い
ざ
な
ぎ
治
め
玉
ふ
義
な
り
。
人
間
生
ず
る
義
な
り
。
さ
れ
ば
、
国
と
云
ふ
字
、
四
方
と
書
き
て
中
に
あ
る
と
書
け
る
。
わ
く
の
し
ま
等??
と
も
よ
め
り
。
四
方
の
中
に
生
じ
て
、
人
間
と
は
惑
ふ
と
な
り
。
人
間
の
八
苦
の
心
な
り
。
こ
れ
に
依
り
て
い
ざ
な
ぎ
は
【
八
ウ
】
や
く
も
た
つ
い
づ
も
八
重
垣
妻
ご
め
????に
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八
重
垣
作
る
そ
の
?ゝ?
や
へ
が
き
い
ざ
な
み
は
海
原
や
天
の
み
ほ
こ
の
霧
も
う
し
国
と
な
ら
ず
は
恋
も
あ
ら
じ
を
一
空
の
陰
の
ち
苦
界
に
落
ち
て
和
合
し
て
、
初
め
七
日
は
葦
の
如
し
。
ね
ざ
し
て
一
の
島
の
如
し
。
陰
落
ち
て
か
た
ま
り
た
る
な
れ
ば
、
結??
界??
原??
と
云
ふ
。
固??
よ
り
本
有
じ
よ
う
じ
ゆ
の
妙
諦
な
り
。
女
を
あ
字
と
云
ふ
、
男
を
う
ん
字
と
云
ふ
、
あ
び
ら
う
ん
け
ん
と
も
。
只
、
い
せ
の
二
法
な
り
。
女
を
あ
字
と
云
ふ
。
男
を
う
ん
字
と
云
ふ
。
あ
び
ら
う
ん
け
ん
と
も
。
只
、
い
せ
の
二
法
な
り
。
女
を
ば
開
蓮
華
と
云
ふ
。
男
を
ば
合
蓮
華
と
云
ふ
。
開
合
の
二
つ
な
り
。
さ
れ
ば
、
男
の
物
は
合
蓮
花
の
花
の
如
し
。
女
の
物
は
開
蓮
華
な
り
。
か
う
じ
ん
の
姿
、
炎
???
に
似
て
不
動
明
王
に
【
九
オ
】
喩
へ
、
悪
魔
降
伏
の
姿
を
顕
は
す
。
女
の
物
は
開??
に
し
て
直??
な
れ
ば
、
慈
悲
の
相???
、
愛
染
明
王
に
喩
へ
て
、
志
し
深
き
喩
へ
な
り
。
さ
れ
ば
一
切
の
陀
羅
尼
経
を
読
み
、
開
合
の
あ
う
ん
の
二
字
よ
り
じ
や
う
じ
ゆ
す
る
な
り
。
是
れ
父?
母?
の
陰
精
に
非
ず
や
。
二
神
、
日
月
を
生?
み
玉
ふ
。
今
の
い
せ
こ
れ
な
り
。
日
神
は
女
、
内
宮??
、
月
神
は
男
、
外?
宮??
な
り
。
此
の
二
神
代
よ
り
政
ご
と
正
し
か
ら
ず
。
さ
る
に
依
つ
て
、
天
の
岩
戸
に
引
き
篭
り
玉
ふ
。
常
闇
と
な
り
け
れ
ば
、
八
百
万
の
神
達
集
り
て
、
風
俗
高?
麗?
楽
を
唄
ふ
に
、
声
、
雲
上
に
響
き
て
、
え
な
て
す
か
ふ
の
袖
を
翻
へ
し
、
其
の
時
、
の
ぞ
か
せ
玉
ふ
に
、
面
て
白
く
見
へ
け
る
。
面
白
し
と
云
へ
り
。
こ
と
ば
の
初
め
な
り
。
其
の
時
、
手?
力?
雄?
の
明
神
、
岩
戸
を
引
き
は
づ
し
、
信
濃
?
?
?
へ
飛
び
行
き
隠
し
玉
ふ
。
今
の
戸
隠
し
是
れ
な
り
。
天
照
の
た
ま
わ
く
【
九
ウ
】
内
宮
千
早
ぶ
る
わ
が
身
は
神
の
や
し
ろ
に
て
出
で
入
る
息
は
外
宮
内
宮
か
（
伊
）
勢
は
息
月
は
姿
ぞ
日
は
ま
な
こ
大谷大学図書館蔵『伊勢物語勧請』について
海
山
と
も
に
我
身
な
り
け
り
外
宮
天
照
ら
す
月
の
光
は
神
垣
や
引
す
て
な
わ
に
う
ち
そ
と
も
な
し
こ
ゝ
ろ
だ
に
ま
こ
と
の
み
ち
に
か
な
ひ
な
ば
祈
ら
ず
と
て
も
神
や
ま
も
ら
む
右
、
此
の
せ
の
一
字
を
よ
く
?
?
知
り
分
け
ぬ
れ
ば
、
即
ち
、
後
生
、
前
生
、
現
世
、
安
穏
即
得
成
仏
心??
の
位
に
住
す
べ
し
。
我
が
身
の
内
に【
十
オ
】悉
く
じ
ゆ
す
る
義
を
知
ざ
る
を
、
愚
痴
暗??
閉??
の
義
な
り
。
さ
れ
ば
、
一
念
、
天
台
に
は
三
身
の
如
来
と
教
へ
、
真
言
に
は
五
智
の
如
来
と
説
き
、
法
相
宗
に
は
中
道
実
相
と
称
へ
、
三
論
宗
に
は
八
不
中
道
と
云
ふ
な
り
。
源
は
八
万
四
千
の
仏
法
、
只
、
此
の
一
心
を
伝
へ
、
或
時
は
、
邪
見
の
病
を
退
治
せ
ん
が
為
に
諸
法
は
空
な
り
。
げ
せ
つ
あ
る
時
は
、
身
見
の
病
を
退
治
せ
ん
が
為
に
諸
法
は
有
な
り
と
述
べ
た
り
。
空
有
の
病
を
退
治
せ
ん
が
為
に
、
諸
法
は
中
道
実
相
と
教
へ
た
り
。
此
の
心
を
よ
く
?
?
分
別
し
玉
ふ
べ
し
。
い
せ
物
が
た
り
灌
頂
の
終
校
了
（
朱
筆
）【
十
ウ
】
根
本
観
根
本
観
と
云
ふ
は
、
大
日
弥
陀
如
来
の
根
本??
を
見
開
く
事
な
り
。
胎
蔵
界
、
金
剛
界
、
天
地
和
合
の
処
な
り
。
万
相??
一
如
と
し
る
と
も
、
流
転
の
道
理
を
悟
ら
ず
、
よ
く
?
?
得
心
を
な
す
べ
し
。
両
界
の
魂
は
日
月
な
り
。
衆
生
は
日
月
よ
り
生
ず
る
な
り
。
之
に
依
つ
て
、
五
体
字
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に
は
月
篇
に
書
く
な
り
。
両
界
の
二
つ
も
別
体
に
し
て
、
此
く
の
如
し
。
金
剛
界
、
地
水
火
風
空
に
わ
け
て
衆
生
と
体
と
な
る
な
り
。
胎
蔵
界
は
、
是
れ
、
大
慈
大
悲
を
以
て
衆
生
を
助
け
ん
為
な
り
。
其
故
は
悉
く
衆
生
の
外
と
な
り
て
、
万???の
憐
み
を
蒙
り
奉
る
な
り
。
恩
徳
を
疎
か
に
し
て
は
、
必
ず
日
月
の
罰??
を
あ
た
る
な
り
。
故
に
胎
蔵
界
の
血
を
分
く
る
事
、
一
一
此
の
如
し
。
骨
は
畜
類
な
り
、
内
は
【
十
一
オ
】
魚
類
な
り
、
皮
は
鳥
類
な
り
、
血
は
虫
類
な
り
、
息
は
草
木
と
な
り
て
衆
生
を
助
け
た
ま
ふ
な
り
。
故
に
衆
生
よ
り
草
木
も
出
生
せ
ず
、
草
木
よ
り
衆
生
、
生
は
な
さ
ず
、
鳥
類
よ
り
畜
類
も
出
で
ず
、
畜
類
よ
り
鳥
類
も
出
で
ず
、
魚
類
よ
り
虫
類
も
出
で
ず
、
虫
類
よ
り
魚
類
も
出
で
ず
。
柳
は
緑
、
花
は
紅
ひ
と
し
れ
た
り
。
然
る
間???
、
一
念
の
知?
を
以
て
速
か
な
り
。
臨
終
あ
し
け
れ
ば
、
迷
の
雲
は
れ
し
、
世
の
住??
う
き
も
厭
ふ
た
よ
り
を
も
つ
て
心
を
自
然
と
す
べ
し
。
心
に
か
ゝ
れ
ば
、
心
も
か
ゝ
る
な
り
。
こ
れ
、
大
日
弥
陀
如
来
の
根
本
を
顕
ず
る
な
り
。
能
々
秘
密
の
形
を
観
す
べ
き
者
な
り
。
是
れ
、
本
願
に
見?
へ
畢
ん
ぬ
。【
十
一
ウ
】
【
十
二
オ
】
大谷大学図書館蔵『伊勢物語勧請』について
【
十
二
ウ
】
【
十
三
オ
】
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【
十
三
ウ
】
親
鸞
聖
人
、
天
台
山
を
開
き
、
仏
法
修
行
の
為
に
、
関
東
ひ
た
ち
の
か
さ
ま
の
在
所
に
逗
留
あ
り
し
と
き
、
道
順
禅
定
門
所
望
に
よ
り
、
こ
れ
を
書
き
伝
へ
た
ま
ふ
。
御
書
物
、
其
后
、
し
ば
ら
く
た
い
て
ん
あ
り
し
を
、
不
思
議
の
縁
に
よ
り
、
蓮
如
聖
人
是
を
書
留
畢
ぬ
。【
十
四
オ
】右
の
か
き
も
の
他
見
あ
ら
ば
、
神
明
の
御
罰
と
こ
う
む
る
べ
し
。
信
ず
べ
し
た
つ
と
む
べ
き
も
の
也
。
寛
永
八
稔
二
月
中
旬
書
之
大谷大学図書館蔵『伊勢物語勧請』について
紙
数
弐
拾
九
枚
上
紙
共
に
校
了
（
朱
筆
）
原
本
は
殆
ど
仮
名
書
き
也
。
読
み
易
き
様
に
漢
字
と
す
。（
朱
筆
）【
十
四
ウ
】
右
原
本
は
鹿
島
郡
豊
田
村
西
善
寺
前
住
大
池
原
龍
玄
老
僧
の
所
蔵
。
昭
和
十
年
七
月
十
六
日
よ
り
、
中
之
島
字
向
田
長
順
寺
出
演
の
際
、
鈴
木
操
君
に
依
頼
し
て
転
写
す
。
昭
和
十
年
七
月
二
十
三
日
於
長
順
寺
林
山
誌
【
十
五
オ
】
な
お
、
本
稿
は
「
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
平
成
二
十
年
度
一
般
研
究
﹇
石
橋
班
﹈」
に
お
け
る
調
査
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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